
学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点第10回シンポジウム

2018年 7月 12日，13日

THE GRAND HALL （品川）

学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点公募型共同研究平成30年度採択課題 10th Symposium

圧力発展格子ボルツマン法による大規模気液二相流GPUコードの開発
ならびに多孔体浸潤液滴シミュレーション

金田 昌之(大阪府立大学)

jh180044-NAJ

研究背景

• 燃料電池ガス拡散層
• 熱交換器凝縮水
• インクジェット液滴
• 珪藻土内の水の蒸散，土壌への雨水の浸透 など

多孔体内における気液二相流

• 多孔体，液水の物性に依存した液水挙動・デバイス性能予測が困難
• 数値解析（格子ボルツマン法＝複雑流れ場に効果的）
• 二相流解析の困難さ（高密度比解析において圧力計算が不安定[1]）
• 圧力発展方程式の導入
• 大規模・高精度解析の必要性
• 大規模並列解析，格子解像度高精度化

課題と解決の糸口

高精度かつ高密度比二相流解析手法の確立

多孔体へ滴下した液水の浸潤挙動解析を実施

圧力発展格子ボルツマン法[2,3]

圧力分布関数の時間発展方程式

秩序変数（密度）分布関数の時間発展方程式

巨視的変数

秩序変数 によって二相を区別

密度 ，粘度 を秩序変数で線形補間

外力項

研究目的

解析手法

発泡多孔体を模擬

発泡多孔体Kelvinセル[4,5] Kelvinセル多孔体

モデル多孔体

任意の接触角に応じて秩序変数 の壁面法線方向勾配を決定

流体近傍の固相ノードに濡れを考慮

Cubic Boundary Condition[2]

接触線以外 では

濡れ性境界条件

密度比ρL/ρG 100 (ρL=1)

粘性比μL/μG 1 (μL=1.67×10-3)

接触角θc[deg] 90

重力加速度g 5×10-7

表面張力係数σ 1×10-4

界面厚さW 4Δ

モビリティM 0.01

Δ：格子間隔

物体境界：Half-way Bounce-back

濡れ性境界：Cubic Boundary Condition

50Δ

解析条件

解析結果
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